
様式第１号 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施計画書 

 

福井市長 様 

 

私たちの学校は、恵み豊かな環境を守り未来に引き継いでいくために、環境保全に関す

る学習、教育及び活動を積極的に行って環境にやさしい学校づくりと生命や自然の大切さ

を理解し郷土を愛するモラルの高い児童・生徒の育成に取組むための実施計画を作成しま

したので、福井市学校版環境ＩＳＯ認定制度による認定の更新を申し込みます。 

 

  平成２６年５月２７日 

学校名   福井市進明中学校  

校長氏名    松田 新一   

 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

① 校地の環境を整える。 

② 地域と連携し、資源回収、リサイクルに努めます。 

③ 地域と一体となった取り組みに努めます。 

２ 取組内容 

① 校地の環境を整える。 

・校地にみどりのカーテンをつくる。 

 

② 資源回収 

   ・古紙、ダンボール等の回収を PTA や地域と連携して実施します。 

   ・卒業生に制服リサイクルを呼びかけます。 

   ・学校でゴミの分別を徹底し、不要になったプリント等はゴミとして出さずリサイクルする。 

 

③ 地域と一体となった取り組みに努めます。 

・地域と協力しながら、福島ひまわり里親プロジェクトに参加する。 

 

 

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点をどのように取り入れるかを記載して下さい。） 

 ①③で１つのものを作り上げることによって、力を合わせ成し遂げることの重要性を理解する。（協力） 
③で命の大切さや、思いやりの心を育て、互いに連携・協力する力を養う。（連携性） 



様式第２号                                                  （提出日）平成２７年１月２８日 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施報告書 

学校名  進明中学校 （学校の写真又はイラスト） 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

① 校地の環境を整える。 

② 地域と連携し、資源回収、リサイクルに努めます。 

③ 地域と一体となった取り組みに努めます。 

２ 取組内容 

 ① 環境整備 

   ・校地、学校周辺の公園を全校生徒で清掃活動を行いました。 

 

 

 

 

 

      １～３年生の縦割りの班で活動 

 

 ② 地域と連携して資源回収 

   ・地域の方々と協力し合って、資源回収・制服リサイクルを行いました。 

   ・エコキャップ回収を呼びかけました。 

 

 

 

 

 

 ③ 地域と一体となった取り組み 

   ・福島ひまわり里親プロジェクトに参加し、収穫できたひまわりの種を 

福島に送りました。 

 

 

 

 

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点を取り入れたポイントを記載して下さい。） 

 ③の福島ひまわり里親プロジェクトに参加することによって、力を合わせ成し遂げることの重要性

を理解することができました。（協力） 

また、命の大切さや、思いやりの心を育て、互いに連携・協力する力を養うことができました。 

（連携性） 

 



 

３ 

見
直
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 【具体的効果】 

①全校生徒での清掃活動では、生徒会が中心になって企画し、実行することで自分たちの地域の自

然環境を大切にしたいという意識が高まりました。また、地域の方から学校にお礼の手紙が送ら

れてきたことで、自分たちのやったことを改めて評価してもらえました。 

②エコキャップ回収では、縦割り班で集めたキャップ数を放送し掲示するなど見える形で示すこと

で、意欲的に集めることができました。 

③里親プロジェクトに参加することで、協力することの重要性や、支え合うことの大切さを感じる

ことができました。また、大きなプロジェクトを成功させることで、大きな達成感を味わうこと

ができました。 

【改善点】 

・今回は、エコキャップ回収を期間を決めて行ったため、今後は計画を立てて長期的な活動を進め

ていくようにしていきたい。 

・清掃活動は、学校単独で行ったため、地域の方にも呼びかけていくなど、地域の環境に対する意

識を高めていきたい。 


